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「
第
４
回
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
法
政
大
学
史
学
会
か
ら
澤
登
寛
聡
・
長
谷
川
伸
・
相
京
眞
澄
の
三
名
が
参
加
し
た
。
地
球
を
と
り
ま
く
環
境
問
題
は
、
「
臭
化
メ
チ
ル
の
二
○
○
五
年
全
廃
」
と
い
う
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第
九
回
締
約
国
会
議
に
よ
り
全
廃
に
向
け
て
動
き
は
じ
め
、
日
本
の
博
物
館
・
公
文
書
館
等
の
史
料
保
存
利
用
機
関
に
お
け
る
記
録
史
料
・
文
化
財
は
、
従
来
の
保
存
対
策
の
方
法
の
変
更
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
。
歴
史
学
の
研
究
者
に
と
っ
て
史
料
保
存
は
重
要
不
可
欠
で
あ
り
、
参
会
し
た
県
立
ク
ラ
ス
の
文
書
館
に
お
け
る
ア
ー
キ
ビ
ス
ト
ク
ラ
ス
の
意
識
は
高
く
、
ま
た
業
界
の
環
境
問
題
に
取
り
組
む
熱
意
と
、
は
る
か
に
多
く
の
情
報
量
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、
地
球
環
境
と
記
録
史
料
の
保
存
と
い
う
課
題
で
あ
っ
た
。
各
発
表
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
二
Ｍ
ぴ
へ第４回記録史料の保存・修復に関する研究集会ｖに参加して
一
日
目
【
サ
ブ
テ
ー
マ
「
記
録
史
料
を
生
物
被
害
か
ら
守
る
た
め
に
」
テ
ー
マ
報
告
】
１
１
１
「
資
料
保
存
の
考
え
方
か
ら
み
た
図
書
館
の
虫
害
対
策
」
二
宮
嘉
須
彦
氏
（
武
蔵
大
学
）
１
１
２
「
博
物
館
に
お
け
る
害
虫
予
防
取
り
組
み
の
実
際
」
岡
部
央
氏
（
群
馬
県
立
歴
史
博
物
館
）
１
１
３
「
美
術
館
に
お
け
る
生
物
被
害
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
一
例
」
田
中
千
秋
氏
・
川
越
和
四
氏
テ
ー
マ
卯
地
球
環
境
と
記
録
史
料
の
保
存
日
時
二
九
九
九
年
一
月
一
四
・
｜
五
日
場
所
韓
東
京
都
中
央
区
京
橋
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
ホ
ー
ル
主
催
函
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
実
行
委
員
会
協
力
坤
記
録
史
料
の
保
存
を
考
え
る
会
後
援
等
拙
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡
協
議
会
、
㈱
日
本
図
書
館
協
会
、
他
多
数
相
京
眞
燈
九
四
Hosei University Repository
（
ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
美
術
館
・
イ
カ
リ
消
毒
）
１
１
４
「
文
書
館
に
お
け
る
煉
蒸
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
ｌ
和
歌
山
県
立
文
書
館
を
例
と
し
て
ｌ
」
龍
野
直
樹
氏
（
和
歌
山
県
立
文
書
館
）
１
１
５
「
欧
米
に
お
け
る
近
年
の
無
害
な
殺
虫
法
と
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
害
虫
防
除
計
画
）
」
谷
村
博
美
氏
（
洋
紙
保
存
・
修
復
）
１
１
６
「
保
存
施
設
に
お
け
る
害
虫
の
種
類
・
生
態
と
防
除
の
今
後
の
展
望
」
木
川
り
か
氏
（
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
保
存
科
学
部
生
物
研
究
室
）
１
１
７
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
二
日
目
【
サ
ブ
テ
ー
マ
「
最
新
の
史
料
保
存
・
修
復
技
術
と
環
境
保
護
」
個別報告】
Ⅱ
１
１
「
電
磁
波
等
を
利
用
し
た
殺
虫
・
殺
菌
処
理
の
検
討
」
村
田
忠
繁
氏
（
（
財
）
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
）
Ⅱ
１
２
「
脱
酸
素
殺
虫
法
の
実
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
杉
山
真
紀
子
氏
（
昭
和
大
学
）
Ⅱ
１
３
「
新
し
い
ガ
ス
系
消
火
剤
」
斉
藤
直
氏
（
消
防
研
究
所
第
三
研
究
部
長
）
Ⅱ
１
４
「
写
真
の
カ
ビ
発
生
に
対
す
る
対
処
法
」
安
藤
義
路
氏
（
農
林
水
産
省
家
畜
衛
生
試
験
場
）
Ⅱ
１
５
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
最
新
の
保
存
修
復
技
術
紹
介
「
Ｒ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
書
籍
等
の
保
存
」
富
田
和
幸
氏
「
不
活
性
ガ
ス
を
用
い
た
ナ
イ
ト
ロ
ン
シ
ス
テ
ム
（
害
虫
駆
除
）
」
第
４
回
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
に
参
加
し
て
（
杣
泉
）
史
料
保
存
利
用
機
関
で
記
録
史
料
を
受
け
入
れ
る
際
、
燥
蒸
を
実
施
し
記
録
史
料
に
付
着
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
虫
・
カ
ビ
を
死
滅
さ
せ
、
ま
た
施
設
内
に
侵
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
虫
・
カ
ビ
を
死
滅
さ
せ
る
た
め
に
、
施
設
を
定
期
的
に
煉
蒸
し
て
い
る
機
関
が
大
半
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
記
録
史
料
を
食
害
す
る
生
き
た
虫
の
存
在
を
確
認
し
て
、
虫
を
見
つ
け
た
ら
懐
蕪
す
る
の
で
は
な
く
、
害
虫
が
付
着
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
前
提
の
も
と
で
実
施
す
る
煉
蒸
作
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
煉
蒸
剤
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
薬
剤
”
臭
化
メ
チ
ル
“
は
オ
ゾ
ン
層
破
壊
を
理
由
に
世
界
的
な
生
産
・
使
用
の
規
制
対
象
と
な
り
、
「
二
○
○
五
年
全
廃
」
と
い
う
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第
九
回
締
約
国
会
議
で
正
式
に
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
今
後
数
年
の
間
に
〃
臭
化
メ
チ
ル
“
に
代
替
の
煉
蒸
剤
は
何
か
を
教
示
さ
れ
る
研
究
集
会
で
あ
ろ
う
と
い
う
先
入
観
で
筆
者
は
参
加
し
た
が
、
そ
の
期
待
は
み
ご
と
に
打
ち
砕
か
れ
た
。
以
下
各
報
告
者
の
報
告
を
簡
単
に
要
約
す
る
。
１
１
１
「
資
料
保
存
の
考
え
方
か
ら
み
た
図
書
館
の
虫
害
対
策
」
二
宮
嘉
須
彦
氏
図
書
館
に
お
い
て
”
本
を
残
す
“
と
い
う
保
存
の
考
え
は
、
や
っ
と
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、
酸
性
紙
問
題
か
ら
”
保
存
“
を
問
題
視
す
る
よ
う
に
永
原
豊
氏
「
光
触
媒
酸
化
チ
タ
ン
を
利
用
し
た
収
納
シ
ス
テ
ム
」
池
永
一
郎
氏
「
月
桃
（
植
物
）
を
原
料
と
す
る
非
木
材
紙
製
造
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
・
シ
ス
テ
ム
」
渡
口
善
明
氏
九
五
Hosei University Repository
なった。
酸
性
紙
問
題
は
、
脱
酸
・
修
復
の
予
算
を
得
る
こ
と
で
は
な
く
、
現
在
と
未
来
の
利
用
者
に
本
（
資
料
）
を
提
供
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
保
存
を
目
的
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
図
書
館
に
お
い
て
の
〃
利
用
“
と
〃
保
存
“
の
問
題
は
、
図
書
館
員
が
自
分
の
図
書
館
の
本
の
位
置
付
け
と
ど
う
残
し
て
い
く
か
の
手
立
て
は
図
書
館
員
の
主
体
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
で
あ
る
。
１
１
２
「
博
物
館
に
お
け
る
害
虫
予
防
取
り
組
み
の
実
際
」
岡
部
央
氏
報
告
者
の
勤
務
す
る
博
物
館
は
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
県
立
公
園
の
中
に
位
置
す
る
た
め
、
館
外
か
ら
侵
入
す
る
虫
類
の
危
険
に
常
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
実
際
に
施
設
内
の
ど
の
場
所
か
ら
ど
ん
な
虫
が
侵
入
し
て
い
る
か
調
査
し
対
策
を
た
て
て
い
る
。
虫
の
背
に
番
号
を
つ
け
、
数
日
後
館
内
で
そ
れ
を
発
見
し
た
な
ど
と
い
う
実
例
を
あ
げ
た
。
博
物
館
資
料
の
収
集
は
従
来
は
美
術
工
芸
品
的
な
も
の
か
ら
、
現
在
は
生
活
に
関
す
る
資
料
の
収
集
へ
と
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
生
活
に
関
す
る
資
料
は
形
・
材
質
が
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
現
在
で
は
〃
な
ま
も
の
“
も
収
集
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
虫
・
カ
ビ
の
菌
に
よ
る
被
害
に
あ
う
危
険
性
が
高
い
と
い
う
。
報
告
者
の
博
物
館
が
開
館
し
て
二
○
年
、
職
員
の
填
蒸
に
関
す
る
研
修
と
施
設
・
資
料
の
慎
蒸
、
館
内
外
の
生
物
調
査
な
ど
の
実
績
を
積
み
上
げ
て
、
一
九
九
九
年
以
降
の
定
期
的
な
施
設
煉
蒸
は
止
め
る
こ
と
に
よ
う
や
く
至
っ
た
こ
と
を
報
告
さ
れ
た
。
１
１
３
「
美
術
館
に
お
け
る
生
物
被
害
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
一
例
」
田
中
千
秋
氏
・
川
越
和
四
氏
法
政
史
学
第
五
十
二
号
報
告
者
の
勤
務
す
る
大
都
市
型
美
術
館
に
お
け
る
生
物
被
害
の
実
例
報
告
、
絵
画
な
ど
外
国
か
ら
借
用
す
る
場
合
の
諸
問
題
に
ふ
れ
た
報
告
。
借
用
し
た
絵
画
に
カ
ビ
の
コ
ロ
ー
ー
ー
が
も
し
あ
っ
た
と
し
て
も
、
発
芽
し
な
け
れ
ば
煉
蒸
し
な
い
と
い
う
方
針
で
あ
る
と
の
こ
と
。
た
だ
し
カ
ビ
が
生
き
る
た
め
に
適
し
た
温
度
・
湿
度
・
エ
サ
と
い
う
環
境
が
整
え
ば
、
そ
の
カ
ビ
は
発
芽
す
る
お
そ
れ
は
あ
る
。
生
物
被
害
の
処
置
に
つ
い
て
薬
剤
の
専
門
家
か
ら
の
報
告
も
あ
わ
せ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
１
１
４
「
文
書
館
に
お
け
る
煽
蒸
の
問
題
点
と
そ
の
対
策
ｌ
和
歌
山
県
立
文
書
館
を
例
と
し
て
ｌ
」
龍
野
直
樹
氏
書
庫
の
中
か
ら
あ
の
”
独
特
な
に
お
い
”
の
原
因
は
、
青
焼
き
と
填
蒸
剤
Ⅱ
臭
化
メ
チ
ル
と
の
化
学
反
応
に
よ
り
メ
ル
カ
プ
タ
ン
が
発
生
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
情
報
が
、
昭
和
六
三
年
の
古
文
化
財
研
究
会
で
発
表
さ
れ
て
い
た
□
だ
が
こ
の
情
報
は
平
成
二
年
の
和
歌
山
県
立
文
書
館
の
設
計
依
頼
段
階
で
伝
わ
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
反
省
し
、
予
防
的
煉
蒸
と
保
険
的
煉
蒸
と
い
う
現
状
を
見
直
し
、
仮
置
き
↓
煩
蒸
↓
曝
し
期
間
（
防
犯
上
強
制
換
気
を
一
か
月
以
上
）
を
設
け
た
り
、
「
公
文
書
に
は
虫
は
い
な
い
」
と
判
断
し
殺
虫
処
理
は
行
わ
ず
、
殺
菌
剤
カ
ポ
ッ
ク
ス
を
使
用
す
る
な
ど
慎
蒸
に
対
す
る
認
識
の
変
遷
過
程
を
報
告
し
た
。
１
１
５
「
欧
米
に
お
け
る
近
年
の
無
害
な
殺
虫
法
と
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
害
虫
防
除
計
画
）
」
谷
村
博
美
氏
結
論
か
ら
い
え
ば
冷
凍
処
理
、
つ
ま
り
業
務
用
冷
凍
庫
を
使
用
す
る
こ
と
で
殺
虫
効
果
は
充
分
で
あ
る
。
な
お
脱
酸
素
剤
は
重
ね
て
置
く
と
発
熱
す
る
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
注
意
す
る
。
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（
総
合
害
虫
防
除
計
画
）
は
予
九
六
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防
で
き
る
こ
と
は
予
防
す
る
と
い
う
考
え
方
で
、
虫
損
や
カ
ビ
に
よ
る
被
害
に
あ
っ
て
か
ら
修
復
す
る
と
予
防
費
用
以
上
に
時
間
・
修
復
費
用
は
か
さ
み
、
ま
た
完
全
な
復
元
は
勿
論
不
可
能
で
あ
る
。
予
防
に
主
眼
を
置
い
た
計
画
を
た
て
よ
う
と
い
う
報
告
を
さ
れ
た
。
１
１
６
「
保
存
施
設
に
お
け
る
害
虫
の
種
類
・
生
態
と
防
除
の
今
後
の
展
望
」
木
川
り
か
氏
文
化
財
を
加
害
す
る
代
表
的
な
昆
虫
〃
シ
バ
ン
ム
シ
・
イ
ガ
・
シ
ミ
・
ゴ
キ
ブ
リ
“
等
の
馴
染
み
の
面
々
の
紹
介
か
ら
、
次
に
本
題
の
「
臭
化
メ
チ
ル
の
規
制
の
現
状
と
今
後
」
に
ふ
れ
た
。
エ
キ
ポ
ン
を
使
用
し
て
い
る
国
は
日
本
と
韓
国
だ
け
で
、
欧
米
で
は
悪
影
響
が
あ
る
の
で
使
わ
ず
、
開
発
途
上
国
で
は
施
設
的
に
意
味
が
な
い
の
で
使
え
な
い
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
、
文
化
財
の
殺
虫
・
殺
菌
に
対
し
て
の
世
界
的
な
動
向
か
ら
、
「
予
防
対
策
に
力
点
を
お
い
た
体
制
づ
く
り
」
を
す
る
こ
と
、
被
害
発
生
時
の
方
法
論
を
確
立
し
、
燥
蒸
剤
が
必
要
な
時
は
大
規
模
な
虫
の
発
生
か
、
局
部
的
な
発
生
か
に
よ
り
処
理
方
法
を
使
い
分
け
る
こ
と
で
あ
る
。
脱
酸
素
処
理
の
一
例
と
し
て
、
現
在
使
用
中
の
填
蒸
釜
を
改
良
し
て
窒
素
を
注
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
あ
っ
た
。
窒
素
を
使
う場合、三○℃で一一一週間という条件下である。
な
お
冷
凍
処
理
す
る
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ス
三
○
℃
で
五
日
間
の
条
件
下
な
ら
ば
殺
虫
効
果
が
あ
る
、
ま
た
加
熱
処
理
を
す
る
場
合
は
、
五
五
～
六
○
℃
で
、
’
五
～
二
四
時
間
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
防
除
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
報
告
で
あ
っ
た
。
１
１
７
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
第
４
回
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
災
会
に
参
加
し
て
（
杣
虫
）
二
日
目
サ
ブ
テ
ー
マ
「
最
新
の
史
料
保
存
・
修
復
技
術
と
環
境
保
護
」
個
別
報
告Ⅱ１
１
「
電
磁
波
等
を
利
用
し
た
殺
虫
・
殺
菌
処
理
の
検
討
」
村
田
忠
繁
氏
電
磁
波
の
利
用
に
よ
る
虫
・
カ
ビ
菌
を
死
滅
さ
せ
る
実
験
経
過
報
告
を
さ
れ
た
。
マ
イ
ク
ロ
波
を
照
射
し
（
電
子
レ
ン
ジ
で
チ
ン
さ
れ
）
最
後
に
は
焼
滅
し
た
と
い
う
被
照
射
物
は
〃
古
本
屋
で
捨
て
ら
れ
る
運
命
“
に
あ
っ
た
古
書
を
使
用
し
た
と
い
う
報
告
が
あ
っ
た
。
Ⅱ
１
２
「
脱
酸
素
殺
虫
法
の
実
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
杉
山
真
紀
子
氏
虫
・
カ
ビ
と
も
生
命
体
な
の
で
、
生
き
る
た
め
に
酸
素
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
点
に
着
目
し
た
報
告
で
あ
る
。
記
録
史
料
等
を
保
護
材
で
密
封
し
、
中
に
脱
酸
素
剤
（
商
品
名
“
エ
ー
ジ
レ
ス
）
を
入
れ
酸
素
を
遮
断
し
、
そ
の
結
果
、
虫
・
カ
ビ
の
活
動
を
停
止
さ
せ
よ
う
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
Ⅱ
１
３
「
新
し
い
ガ
ス
系
消
火
剤
」
斉
藤
直
氏
新
し
い
ガ
ス
系
消
火
剤
、
そ
れ
は
〃
水
〃
で
あ
る
。
つ
ま
り
紙
は
勿
論
の
こ
と
環
境
に
対
し
て
も
、
安
全
無
害
な
水
を
ミ
ス
ト
（
霧
）
状
に
し
て
消
火
活
動
し
よ
う
と
い
う
。
現
在
既
存
の
資
料
保
存
用
書
庫
内
の
消
火
設
備
は
、
消
火
剤
〃
ハ
ロ
ン
’
三
○
｜
“
を
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
ハ
ロ
ン
ガ
ス
は
現
在
生
産
禁
止
に
な
っ
た
が
、
既
設
備
で
は
ま
だ
使
用
可
能
で
、
万
一
ガ
ス
を
使
用
し
空
に
な
っ
た
場
合
で
も
ハ
ロ
ン
ガ
ス
は
補
充
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
現
在
国
内
そ
の
後
、
各
報
告
者
を
パ
ネ
ラ
ー
に
会
場
か
ら
の
質
疑
応
答
、
意
見
交
換
を
お
こ
な
っ
た
。
九
七
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に
三
万
二
千
の
ハ
ロ
ン
使
用
施
設
が
あ
る
が
、
な
ん
と
年
間
四
○
○
件
に
及
ぶ
誤
放
出
、
洩
れ
と
い
っ
た
事
故
が
あ
る
と
い
う
。
現
在
、
安
全
無
害
な
水
を
ミ
ス
卜
状
に
し
て
消
火
す
る
と
い
う
試
み
で
の
実
例
と
し
て
、
バ
ズ
ー
カ
砲
の
よ
う
な
物
が
あ
り
使
用
水
量
は
少
な
く
て
よ
い
が
、
現
段
階
で
は
破
壊
力
が
強
く
肝
心
な
も
の
ま
で
壊
し
て
し
ま
う
た
め
、
当
然
記
録
史
料
等
の
消
火
に
は
適
さ
な
い
。
少
な
い
水
で
消
火
で
き
れ
ば
、
記
録
史
料
ば
か
り
で
な
く
、
山
火
事
・
ビ
ル
火
災
な
ど
す
べ
て
の
消
火
活
動
に
応
用
で
き
る
。
よ
り
優
れ
た
新
型
消
火
設
備
機
器
を
目
下
研
究
開
発
中
と
い
う
報
告
で
あ
る
。
Ⅱ
１
４
「
写
真
の
カ
ビ
発
生
に
対
す
る
対
処
法
」
安
藤
義
路
氏
”
写
真
に
生
え
た
カ
ビ
“
と
い
わ
れ
る
も
の
は
本
当
に
カ
ビ
菌
に
よ
る
カ
ビ
か
ど
う
か
の
判
定
か
ら
は
じ
ま
り
、
カ
ビ
状
の
白
点
や
劣
化
し
た
物
ま
で
が
カ
ビ
菌
に
よ
る
被
害
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
現
実
に
は
、
カ
ビ
菌
の
存
在
を
完
全
に
絶
滅
さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
カ
メ
ラ
レ
ン
ズ
の
ガ
ラ
ス
に
も
カ
ビ
は
発
生
す
る
。
カ
ビ
菌
へ
の
対
処
法
と
し
て
、
長
期
保
存
が
必
要
な
場
合
は
フ
ィ
ル
ム
の
デ
ュ
ー
プ
を
作
り
、
カ
ビ
菌
の
生
育
を
押
さ
え
ら
れ
る
環
境
下
で
保
管
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
報
告
。
Ⅱ
１
５
前
日
同
様
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
た
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
最
新
の
保
存
修
復
技
術
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
Ｒ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
書
籍
の
保
存
、
不
活
性
ガ
ス
を
用
い
た
ナ
イ
ト
ロ
シ
ス
テ
ム
（
窒
素
・
酸
素
・
ア
ル
ゴ
ン
ガ
ス
の
混
合
ガ
ス
）
、
光
触
媒
酸
化
チ
タ
ン
の
抗
菌
効
果
、
月
桃
を
原
料
に
し
た
非
木
材
紙
製
造
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
な
ど
で
あ
る
。
法
政
史
学
第
五
十
二
号
筆
者
は
、
千
葉
県
文
書
館
資
料
課
で
古
文
書
等
の
整
理
を
担
当
し
て
い
る
。
そ
の
業
務
の
一
つ
に
館
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
（
例
え
ば
、
寄
託
な
ど
に
よ
る
受
け
入
れ
、
館
外
貸
出
し
後
返
却
さ
れ
た
展
示
の
た
め
に
借
用
し
た
史
資
料
な
ど
）
古
文
書
等
の
煉
蒸
作
業
が
あ
る
。
通
常
は
、
臭
化
メ
チ
ル
・
酸
化
エ
チ
レ
ン
の
混
合
ガ
ス
（
商
品
名
函
エ
キ
ポ
ン
）
を
使
用
し
た
減
圧
煉
蒸
で
あ
る
。
ま
た
、
年
二
回
定
期
的
な
施
設
慎
蒸
（
ゴ
キ
ブ
リ
用
）
、
ま
た
開
館
一
○
周
年
に
あ
た
り
は
じ
め
て
収
蔵
書
庫
内
煉
蒸
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
である。
今
回
の
研
究
集
会
に
参
加
し
た
結
果
、
単
純
に
環
境
を
汚
染
し
な
い
代
替
物
捜
し
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
本
当
に
煉
蒸
そ
の
も
の
か
必
要
か
ど
う
か
見
つ
め
直
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
生
き
た
虫
（
フ
ル
ホ
ン
シ
バ
ン
ム
シ
・
カ
ッ
オ
ブ
シ
ム
シ
な
ど
）
が
現
実
に
記
録
史
料
を
食
害
し
て
い
る
か
ど
う
か
事
実
確
認
を
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
カ
ビ
の
菌
に
つ
い
て
は
空
気
中
に
多
数
浮
遊
し
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
下
で
も
生
息
し
て
い
る
。
現
実
に
記
録
史
料
へ
の
害
が
明
ら
か
な
場
合
に
、
な
お
時
間
を
か
け
て
殺
虫
・
殺
菌
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
カ
ビ
菌
と
共
存
す
る
考
え
は
、
地
球
環
境
保
護
に
直
結
す
る
。
二
○
○
五
年
に
向
け
て
、
ま
ず
で
き
る
こ
と
か
ら
実
行
す
る
と
い
う
決
断
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
今
す
ぐ
で
き
る
こ
と
と
は
、
記
録
史
料
を
食
害
す
る
虫
・
カ
ビ
菌
の
性
質
や
性
格
を
知
り
、
そ
の
生
息
環
境
が
虫
・
カ
ビ
菌
に
と
っ
て
快
適
な
環
境
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
保
存
施
設
の
外
壁
付
近
や
外
壁
そ
の
も
の
に
植
物
を
植
え
な
い
、
勿
論
館
内
に
植
物
（
観
葉
植
物
・
生
け
花
な
ま
と
め
に
か
え
て
九
八
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ど
）
や
食
べ
物
を
持
ち
込
ま
な
い
こ
と
な
ど
な
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
理
想
を
い
え
ば
、
曝
し
期
間
を
お
い
て
受
け
入
れ
た
記
録
史
料
に
食
害
す
る
虫
が
活
性
化
し
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
つ
ま
り
蛾
が
飛
ん
で
い
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
、
大
量
の
記
録
史
料
を
受
け
入
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
一
時
保
管
庫
に
曝
し
期
間
を
長
期
間
お
け
る
ほ
ど
の
時
間
的
・
物
理
的
ゆ
と
り
が
な
い
資
料
保
存
利
用
機
関
の
施
設
で
は
難
し
い
だ
ろ
う
、
館
の
施
設
煉
蒸
は
、
そ
の
虫
が
い
る
と
い
う
根
拠
が
な
い
の
に
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
問
題
が
あ
る
。
い
た
ず
ら
に
薬
剤
（
環
境
破
壊
物
質
）
を
大
気
中
に
放
出
し
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
や
は
り
現
在
と
未
来
の
た
め
に
大
切
な
記
録
史
料
の
数
々
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
は
、
命
題
で
あ
ろ
う
。
各
講
師
は
Ｏ
Ｈ
Ｐ
・
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
、
理
科
系
に
疎
い
人
間
に
も
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
配
慮
し
て
説
明
さ
れ
た
。
関
係
諸
機
関
・
企
業
サ
イ
ド
か
ら
約
一
四
○
名
の
参
加
者
が
あ
っ
た
が
み
な
熱
心
に
メ
モ
を
と
り
な
が
ら
聞
き
入
っ
た
。
な
お
現
代
の
研
究
分
野
は
単
純
に
人
文
系
・
自
然
系
（
文
系
・
理
系
）
と
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
と
、
各
々
の
分
野
が
さ
ら
に
細
分
化
さ
れ
、
基
本
的
な
箇
所
が
異
分
野
に
は
伝
達
さ
れ
に
く
い
こ
と
が
改
め
て
分
か
っ
た
。
電
子
レ
ン
ジ
で
焼
滅
さ
れ
た
〃
ご
み
〃
は
、
記
録
史
料
保
存
に
携
わ
る
者
に
は
〃
ご
み
“
は
あ
り
え
な
い
こ
と
。
ま
た
カ
ビ
専
門
家
か
ら
み
れ
ば
、
活
性
化
し
て
い
な
い
カ
ビ
は
無
害
で
、
白
っ
ぽ
い
汚
れ
を
カ
ビ
と
い
わ
れ
た
り
し
て
濡
れ
衣
を
き
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
基
本
的
・
根
本
的
な
箇
所
で
の
人
文
系
・
自
然
系
の
相
互
理
解
が
必
要
だ
と
感
じ
ら
れ
た
。
坊
４
，
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
閃
す
る
研
究
集
会
に
参
加
し
て
（
杣
虫
）
最
後
に
、
実
行
委
員
会
の
方
々
に
は
開
催
に
至
る
ま
で
大
変
苦
慮
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
苦
言
を
ひ
と
つ
、
全
体
的
に
た
い
へ
ん
密
度
の
濃
い
内
容
で
あ
っ
た
割
に
、
｜
報
告
に
対
す
る
時
間
配
分
が
少
な
く
感
じ
た
の
は
筆
者
だ
け
だ
ろ
う
か
。
参
考
文
献
早
川
俊
章
「
報
告
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
締
約
国
会
議
ｌ
臭
化
メ
チ
ル
の
規
制
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
」
（
『
月
刊
文
化
財
』
四
一
○
号
、
’
九
九
七
年）三浦
定
俊
・
木
川
り
か
。
山
野
勝
次
「
臭
化
メ
チ
ル
の
使
用
規
制
と
博
物
館
・
美
術
館
等
に
お
け
る
防
虫
防
徽
対
策
の
今
後
」
（
『
月
刊
文
化
財
』
四
一
四
号
、
一
九
九
八
年
）
「
臭
化
メ
チ
ル
の
二
○
○
五
年
全
廃
」
と
い
う
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
議
定
書
第
九
回
締
約
国
会
議
の
詳
し
い
経
過
報
告
、
今
後
の
具
体
的
な
代
替
物
・
方
法
・
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
こ
の
文
献
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
回
の
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
方
は
是
非
ご
一
読
さ
れ
た
い
。
そ
の
他
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
実
行
委
員
会
『
第
四
回
記
録
史
料
の
保
存
・
修
復
に
関
す
る
研
究
集
会
資
料
集
』
’
九
九
九
年。「
第
四
回
研
究
集
会
開
催
さ
れ
る
」
報
告
記
事
（
『
史
料
保
存
生
活
』
第
五
巻
第
二
号
、
’
九
九
九
年
）
九
九
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